
（別記様式第３号）
普及活動検討会実施報告書

（ 仙 台 ）農業改良普及センター
実施月日：平成２９年 ９月 １日
実施場所：あさひな農業協同組合

営農総合センターほか
１ 検討内容 ２ 検討委員の構成 （単位：人）

No 検 討 項 目 区 分 人数 区 分 人数

１ 平成29年度普及指導計画について 先進的な農業者 １ 生 活 者
２ プロジェクト課題及び取組の進捗状況について

①曲がりねぎ販売 1億円を目指す指定産地の育成 若手･女性農業者 １ 学識経験者 １
②集落営農１００ｈａ法人の鉄人化計画の推進
③就農計画の早期達成による新規就農者の定着促進 市 町 村 ４ マスコミ

農業関係団体 ３ 民間企業 １

３ 委員の評価と普及センターとしての対応方向

評価値
検討項目 評価結果（コメント，評価表の要約） 普及センターとしての対応方向

平均値

普及指導計 4.0 ・すべてのプロジェクト課題において技術と経営の両面 ・プロジェクト課題の成果を他地域と連携・共有できるよ
画について からサポートする体制が整っており，効果的なプロジ う関係機関と連携して活動を推進します。

ェクトの推進が期待できると思います。地域的にも，
品目的にもバランスが取れています。

・プロジェクト課題の成果を他地域と連携・共有できる
とさらに良いかと思います。

プロジェク 3.75 ・品種の選定については，生産者側の都合だけでなく， ・品種については，消費者の嗜好に合うことも大きな選定
ト課題及び 実需者側のニーズを踏まえて行われるべきだと考えま 要件として行います。
取組の進捗 す。
状況につい ・活動3年目を迎え，さらに具体的な方策・研究等の進 ・普及指導活動の成果が普及技術として他の地域でも活用
て① 捗・状況等の明記が必要。 できるよう取りまとめに向けた活動を推進します。

・札幌市場からの早期出荷の希望に応え，「露地やとい」
を実施して，早期出荷の量を増やすアイデアは素晴ら
しいと思います。

・販売1億円を目指す品種比較や土づくり，病害虫対策
が評価できる。

プロジェク 3.88 ・GGAPの取得。素晴らしい成果だ。
ト課題及び ・井土地域のみで完結するのではなく，他地域との連携 ・プロジェクト課題の成果を他地域と連携・共有できるよ
取組の進捗 や協力を進め，農地，人，機械，施設を周年で活用す う関係機関と連携して活動を推進します。
状況につい る仕組みを作りあげ，コスト削減を図ることが期待さ
て② れています。

・「防除等を徹底した結果，収量と品質は前年を大幅に ・取りまとめに向けて成果の表記についても検討します。



上回った」という点等，成果をもう少し明記しても良
いのではないか。

プロジェク 3.88 ・新規就農の確保は，地域農業の発展にとって必要不可
ト課題及び 欠です。
取組の進捗 ・特に非農家出身者をいかに農業者に育て上げるかは， ・若い担い手支援について技術指標や経営指標のデータを
状況につい いまだに十分な方法や知見を見つけられていないのが 活用して情報提供できるよう検討します。
て③ 現状だと思う。多くの若者に「農業で生計を立てられ

るかどうかを判断する機会とデータ」を提供していく
必要がある。

・新規就農者の研修・指導等には長期間を要すると思 ・課題対象期間のみならず，継続的に支援してまいります。
う。

その他 ・各課題において，「定性的目標」による指導等数値化 ・御意見等評価結果を今後の活動や普及指導計画に反映し
が困難な取り組みについても，複数の目標が掲げられ てまいります。
ているが，「一つ」だけでも必ず目標を達成するとい
う重点的な取り組みを選定し示しても良いと思う。

※：検討項目数に応じて欄を追加し記載する




